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①要約： 

このアイデアは、遠隔での監視や診断を簡単に行うためのデバイスであり、カメラ・通信

モジュール・マイクが付いており、テレビに接続することで使用できます。このデバイス

は高齢者などに向けて、オンラインでの予約や診断を簡単に行えるようにすることを目的

としています。また、病院との連携や患者の情報の取得など、医療業務を効率化すること

も可能です。このアイデアは、Google との提携によって AI を活用し、翻訳や医療業務の

自動化を実現することも考慮されています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、遠隔での監視や診断を簡単に行える環境を提供することであり、

特に高齢者に対してオンライン診断の利便性を向上させることを重視しています。また、

病院との連携や医療業務の効率化を図ることで、医療従事者の負担軽減と患者への的確な

対応を実現することも目指しています。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、カメラ・通信モジュール・マイクが一体となったシングルポイ

ントのデバイスをテレビに接続することで、簡単に遠隔診断が可能となる点にあります。

また、Google との提携によって音声 AI や翻訳機能を活用し、医療業務の効率化を図ると

いう点も新しいアプローチです。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、デバイスのシンプルさと使いやすさにあります。テレビにデバ

イスを接続するだけで、病院との連携や患者の情報の取得が可能となるため、高齢者を含

む患者側にとっても使いやすい環境を提供します。また、病院側もデバイスを配置するだ

けで簡単にオンライン診断に対応できるため、効率的な医療サービスの提供が可能となり

ます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、医療業界における効率化と利便性の向上による効果が期待さ

れます。オンライン診断の普及により、患者の診察手続きの簡素化や病院の待ち時間の短

縮が可能となり、医療機関の業務効率が向上します。また、病院との連携や医療データの

自動化によって、情報共有や診断の高度化が実現し、診療品質の向上と効果的な医療提供

が可能となります。これにより、医療機関のコスト削減や患者の満足度向上に繋がる経済

的価値が生まれます。 


